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百万円未満切捨て

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 3,492 － 847 － 848 － 546 －

2021年３月期第２四半期 3,200 13.2 717 14.4 717 13.7 479 16.2

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 556百万円 （－％） 2021年３月期第２四半期 479百万円 （16.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 97.63 97.32

2021年３月期第２四半期 85.62 85.31

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 7,937 6,725 82.6 1,171.35

2021年３月期 8,000 6,326 77.2 1,103.64

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 6,558百万円 2021年３月期 6,177百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 32.00 32.00

2022年３月期 － 0.00

2022年３月期（予想） － 36.00 36.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しており、2022年３月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対

前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しており、2022年３月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっておりま

す。

２．配当の状況



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,700 7.1 1,600 12.9 1,600 12.7 1,000 12.1 178.65

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む）
2022年３月期２

Ｑ
6,169,800株 2021年３月期 6,167,800株

②  期末自己株式数
2022年３月期２

Ｑ
570,314株 2021年３月期 570,249株

③  期中平均株式数（四半期累計）
2022年３月期２

Ｑ
5,599,278株

2021年３月期２

Ｑ
5,597,188株

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

2022年3月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、

2022年３月期の通期連結業績予想に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。
なお、当該会計基準等の適用による2022年3月期の通期連結業績に与える影響は軽微の見込みです。

※  注記事項

（注）詳細は、添付資料Ｐ.６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ.６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項

等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。
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売上高 3,492,955千円

営業利益 847,667千円

経常利益 848,643千円

親会社株主に帰属する

四半期純利益
546,667千円

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、9月の日銀短観によると、半導体部品の供給懸念、原材料価

格の高騰や新型コロナウィルスの過去最大の感染拡大（第5波）はあったものの、ワクチン接種の進展等によりコロ

ナ後を見据えた投資活動が底堅く、大企業全産業のDI（業況判断指数）は前回調査から2ポイント改善しプラス10と

なりました。

　当社グループの属する情報サービス業界については、2021年度ソフトウェア投資計画が、前回調査の前年度比

14.3％増加から12.9％増加（9月日銀短観：ソフトウェア投資額（大企業全産業）参照）と下方修正となっているも

のの依然高水準での投資拡大を示しており、先鋭的なIT技術を活用し事業競争力強化を図るいわゆるＤＸ（デジタル

トランスフォーメーション）を推し進める企業によるIT投資拡大を背景にIT市場の拡大基調が継続しております。

　このような経営環境の下で、当第２四半期連結累計期間の当社グループの経営成績は次のとおりとなりました。

　特筆すべき事項は以下のとおりです。

①当第２四半期連結累計期間の売上高は、主に金融、建設、製造及びサービス業等を中心とする既存顧客が推し

進めるＤＸ投資の拡大に伴い、引き続き受注が堅調に推移したこと、また昨年9月に連結子会社化した株式会社

アークウェイの売上が当四半期に寄与したこと等により3,492,955千円となりました。

②損益面については、株式会社アークウェイの連結子会社化に伴う管理コスト増加や今後の成長局面に向けた採

用、増床、管理人員増等の先行投資に伴うコスト増加はあったものの、堅調な売上進捗に加え、受託案件の高付

加価値化が進展していること、品質管理の徹底を継続したことにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、

経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益はそれぞれ847,667千円、848,643千円、546,667千円となりま

した。

③連結従業員数は当四半期連結会計期間末日の時点で383名（うち当社従業員数19名含む）となり、前連結会計

年度末から18名増加しております。

　なお、第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等

を適用しております。これに伴い、上記の当第２四半期連結累計期間における経営成績に関する説明は、前第２四半

期連結累計期間と比較しての増減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しております。

　当該会計基準等の適用に関する詳細につきましては、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財

務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

　総資産は、前連結会計年度末比0.8％減少の7,937,577千円となりました。

　また、負債については、主に前連結会計年度末の賞与の支払いや未払金等の支払いにより、前連結会計年度末比

27.6％減少の1,212,407千円となりました。

　純資産は、主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により、前連結会計年度末比6.3％増加の6,725,170千円

となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第２四半期連結累計期間の業績はほぼ計画通りとなっており、現時点では2021年５月14日に公表しました業績予

想に変更ありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,160,710 5,083,190

売掛金 1,722,680 -

売掛金及び契約資産 - 1,767,088

仕掛品 49,080 14,713

その他 106,119 75,716

流動資産合計 7,038,590 6,940,708

固定資産

有形固定資産 55,052 68,871

無形固定資産

のれん 105,233 97,666

その他 2,424 6,183

無形固定資産合計 107,658 103,849

投資その他の資産

投資有価証券 441,653 442,258

その他 357,796 381,889

投資その他の資産合計 799,450 824,147

固定資産合計 962,160 996,868

資産合計 8,000,751 7,937,577

負債の部

流動負債

未払金 226,087 129,983

未払費用 264,244 181,986

賞与引当金 487,930 372,738

未払法人税等 339,794 310,600

その他 356,162 217,098

流動負債合計 1,674,218 1,212,407

負債合計 1,674,218 1,212,407

純資産の部

株主資本

資本金 848,794 849,738

資本剰余金 1,245,456 1,246,400

利益剰余金 4,577,891 4,957,092

自己株式 △492,394 △492,623

株主資本合計 6,179,746 6,560,607

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,081 △1,661

その他の包括利益累計額合計 △2,081 △1,661

新株予約権 1,212 9,484

非支配株主持分 147,655 156,741

純資産合計 6,326,532 6,725,170

負債純資産合計 8,000,751 7,937,577

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 3,200,485 3,492,955

売上原価 2,034,829 2,070,113

売上総利益 1,165,655 1,422,842

販売費及び一般管理費 447,848 575,175

営業利益 717,806 847,667

営業外収益

受取利息 22 25

その他 658 983

営業外収益合計 681 1,008

営業外費用

自己株式取得費用 1,102 －

その他 － 32

営業外費用合計 1,102 32

経常利益 717,384 848,643

税金等調整前四半期純利益 717,384 848,643

法人税等 237,279 292,973

四半期純利益 480,105 555,670

非支配株主に帰属する四半期純利益 856 9,003

親会社株主に帰属する四半期純利益 479,248 546,667

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 480,105 555,670

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,051 419

その他の包括利益合計 △1,051 419

四半期包括利益 479,054 556,090

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 478,197 547,086

非支配株主に係る四半期包括利益 856 9,003

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、従来は受注制作のソフトウェア開発プロジェクトに係る収益については、進捗部分について成果の

確実性が認められるプロジェクトは進行基準を、その他の大部分のプロジェクトについては完成基準を採用してお

りましたが、顧客との契約における義務を履行することにより、別の用途に転用することができない資産が生じ、

かつ顧客との契約における義務の履行を完了した部分について、対価を収受する強制力のある権利を有している場

合、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は290,740千円増加し、売上原価は175,118千円増加し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ115,622千円増加しております。また、利益剰余金の当期

首残高は11,656千円増加し、非支配株主持分の当期首残高は82千円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしました。なお、

収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替

えを行っておりません。
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